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　今大会で は，近年の 春季大会 と同様，ポ ス ター及 び

口頭発表 に よ る
一
般講演と， 特定の テ ーマ に つ い て 議

論 を深 め る専門分科会 とが行わ れ ま し た．こ の うち専

門分科会 に つ い て は，昨年の 8 月 号 で コ ン ビーナー及

び テーマ の募集を行 い ， 3件 が採用 され ました ．

　以下 に
， そ れ ぞ れ の 分科会 の コ ン ビ ーナ ー

の 方々 か

ら頂 い た報告 を掲載 し ます ．な お ， 専門分科会 の プ ロ

グ ラ ム は 4 月 月 に 掲載 さ れ て い ま す ．

　　　　　　　　　　 2014年 7月　講演企画委員会

　 1．「モ ン ス ーン ・熱帯気象研究の 新たな ブ レ イ ク

　　　ス ル ー
を目指 して　一村上多喜雄先生追悼特別

　　　セ ッ シ ョ ンー」

　ハ ワ イ大学名誉教授の村上多喜雄先生が2013年 7 月

16日 に 92歳で 逝去 さ れ た ．村 上 先 生 は 気象技術官養成

所 を卒業後，気象庁測候課技術係長 ，気象研究所予報

研究部第 3研究室長，マ サ チ ュ
ー

セ ッ ツ 工 科大学研 究

員，イ ン ド熱帯気象研究所 WMO 派遣研究指 導員，

NOAA 人 工 衛星研究所研究員，京都大 学外国人客員

教授，ハ ワ イ大学気象学教授 を歴任 さ れ ， そ の 問，

WMO 委員 と して ，モ ン ス ーン 観 測実験 （MONEX ）

を主導す るな ど，モ ン ス
ーン ・熱帯気象学の発展 へ 多

大な貢献 を され ，同時に ， 日本の 熱帯気象学 の 国際的

地位の 向上 に も尽力 さ れた．1955年 に は 日本気象学会

賞，1986年 に は藤原賞 を受賞 ， 1995年 に は 日本気 象学

会名誉会 員 に選出 され た．特筆 すべ き は，多 くの 日本

の 若手研究者を ハ ワ イ大学に積極的 に 受 け入れ，共 同

研究を通 して そ の育成 に 尽力 さ れ た こ とで あ る．本専

門分科会 は村上先生が 関わ られ た分野の新たな研究の

パ ラ ダイ ム の構築 の
一

助 に した い と考 え企画 され た ．

予想 を超 え る エ ン トリ
ー

数 だ っ た た め ，
コ ン ビーナ ー

関係者 の 講演 4件 は
一

般 口 頭発表 又 は ポス タ
ー

発表 に

回っ て頂い た．

　従来 か ら の モ ン ス
ーン ・熱帯気象研究 の諸 問題 の 新

◎ 2014　 日本 気 象 学 会

た な展 開 と し て ，中澤 （WMO ）に よ る，　 TIGGE

データ ベ ース の極端現象予測 の ス キル ，藤波 （名大地

球水循環 ） に よる，南ア ジ ア の 準二 週間周期変動 ， 佐

藤 （学芸大）に よ る ， 大気海洋結合系 の 東進 モ
ード と

MJO ， 安永 （富山大理） に よる，　 MJO に お ける水蒸

気輸送 の 効果，松村 （北大院地球環境） に よ る，近年

の 梅 雨活 発 化 と 太平洋高気圧の 強化 ， 福富 （JAM・

STEC ） に よ る，イ ン ド洋 の 季節内熱帯中緯度相互作

用，尾形 （筑波大院生命環境） に よ る ， 海洋の側面か

ら み た イ ン ド・ア ジ ア モ ン ス
ーン ， 井上 （JAM −

STEC ） に よ る，西 部 北 太平洋 モ ン ス ーン 季節 進行 の

気候 モ デ ル 再現性，梶 川 （理研 計算科学）に よ る ，

NICAM に よ る イ ン ドモ ン ス
ーン オ ン セ ッ トの 再現

釜江 （環境研）に よ る，海陸温度 コ ン トラス トと夏季

モ ン ス ーン 変動，遠藤 （気象研） に よ る，温暖化 に よ

る地 域 モ ン ス
ー

ン 降水の 変化 ，
二 宮 （無所 属） に よ

る，ア ジ ア モ ン ス ーン 域 の 降水系気候学 の 提案に っ い

て の 発表 が 行われ た．

　 ま た ，新 たな視点 と して ，小寺 （名大 STE 研）に

よる，熱帯成層圏
一

対流圏結合 に お け る 対流雲貫入 の

役割，江 口 （九大応力研） に よる，モ ン ス
ー

ン と上 部

対流圏 ・下部成層圏 の 科学 に つ い て 多圏相互作用 の 観

点か らの発表や ， 岩崎 （九大応力研〉 に よ る，冬季縁

辺海の 大気海洋相互作用 の 負 の フ ィ
ードバ ッ ク，安藤

（三 重大院生物資源）に よ る，日本周辺 の 海 面水温 が

日本の 気候 に 与 える影響 に つ い て 中緯度大気海洋相互

作用 の 観点か ら発表が行われた．さ ら に，菅野 （東北

大院理） に よ る，質量重 み付き等温位座標系を用 い た

寒 気質 量 の 生 成 ・流 出 ・消滅 ， 芳村 （AORI ） に よ

る，同位体循環 モ デル と色水解析 か ら探る ア ジ ア モ ン

ス ーン に っ い て，斬新な解析手法や数値モ デ ル の有効

性が 紹介さ れ た ．

　最後 に ，一
周忌 に あた る 2014年 7月 に ハ ワ イ 大学 で

も遣 陣シ ン ポ ジウ ム が開催 さ れ る こ とが報告さ れた．

次代 を担 う若手研究者や大学院生 の 研究 の 長所 を大 い

に褒め て勇気づ けた村上先生 の 教育研究姿勢を規範 と
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し，モ ン ス ーン ・熱帯気象分野 を発展さ せ て い く事を

コ ン ビー
ナ
ー一

同心 に刻む もの で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　川村隆
一

〔九州大学）

　　　　　　　　　　　　松本　淳 （首都大学東京）

　　　　　　　　　　　　中澤 哲夫 （世界気象機関）

　　　　
．
　　　　　　 住　明正 （国立環境研究所）

　 2．「都市に おける極端気象」

　本専門分科会 で は，台風，集中豪雨，落雷，突風な

ど， 極端気象の メ カ ニ ズ ム解明，監視 ・予測 シ ス テ ム

の 開発，極端気象に 強い 都市創 りの た め の 社会実験

の， 3 つ の 観点 に 関 し て最新 の 研究成果を議論した．

　 セ ッ シ ョ ン の前半は極端気象の メ カ ニ ズ ム解明，及

び 監 視 ・予測 シ ス テ ム の 開発に 関連す る 8件の 発表が

行わ れ た ．石原 （京大）は対流発生 の 環境場 を整理 す

る た め ，首都圏 に発生 した積乱雲 を気圧配置 に よ っ て

分類 した ．清野 （気象研） ほか は，ゾ ン デ観測 と数値

モ デル を 用 い た 対流性降水発生 の 環境場 に 関す る 研究

結果 を報 告 した．南 雲 （気象研） ほか は ， 非静力学モ

デル の解像度 に 依存 し た積乱雲 の 再現 i生に つ い て 議論

した．瀬戸 （都環研／首都大〉ほ か ， 小林 （防大）ほ

か ， 高橋 （首都大）ほ か の 3 つ の 発表 で は ，稠 密な地

上 観測網 ，
GNSS 観測網 を用 い た豪雨や 突風 の 観測，

及び予測可能性に関する研究を報告 した．平野 （防災

科研） ほ か ， 及 び Shakti （防災科研） ほ か の 2 編 で

は，鉛直積算雨水量 （VIL）や ア ン サ ン ブル 手法 を用

い た 豪 雨 の ナ ウ キ ャ ス トに 関す る 研 究成果 を 紹 介 し

た ．

　 セ ッ シ ョ ン の後半は，稠密な気象情報の 提供 や 利用

に 関 して 6件 の 発表 が行われ た，中谷 （防災科研）

は，地 図情報に X バ ン ド MP レ ーダ の 情報 を重 ね合

わ せ，試験的 に 江戸川区民 に提供 し た結果 ， 概ね好評

を得て い る も の の 10代 の 人 か らの ア ク セ ス が ほ と ん ど

な い こ と を報告 した ．吉井 （東京消防庁）は ， 水防活

動 の た め の 参考情報 と し て 東京 消 防 庁 で X バ ン ド

MP レ ーダ を 活用 して い る こ と を報告 した．大西 （気

象予報士会／防災科研）は ， VIL に 基づ くナ ウ キ ャ

ス ト情報 に つ い て ，気 象予報士 か らの 改善意見等を紹

介 した ．関谷 （東大） は，デ ジ タル サイネージ （巨大

ス ク リ
ー

ン ） を用 い た気象情報の 伝達実験 を行 い ，無

音 の サ イネ
ージ が 通行人 の興味 を引き に くい 点を指摘

した．道本 （ウ ェ ザー・サ ービ ス ）は，気象情報 を防

災担当者が 有効 に 利用す る観点 か ら， そ の提供方法に

つ い て議論 した ．廣井 （名大）は高校生 を対象 に した

実験 に よ り，「○ ○ ミ リの 雨」 と い う情報 に つ い て ，

「降雨情報の 内容把握」 「現象の 疑似体 験」「降雨情 報

と体験 の 比較」の 3 つ の項目を繰 り返す こ とに よ りi

理解度 が 上 が る こ とを示 した．

　ま と め と し て，三 隅 （防災科研） よ り，  災害 を も

た ら す／ もた らさない 積乱雲 の特微の解明 ，   積乱雲

予 測 へ の観測 デ ータ の 有効利用法 の 提案，  積乱雲 の

発生 ・発達 メ カ ニ ズム の さ ら な る研究 （海陸風 ガ ス

ト フ ロ ン ト等 の 相互 作用 な ど），  高 速 ス キ ャ ン 型

レ ーダの ナ ウ キ ャ ス トへ の応用，  稠密観測デ
ー

タ の

同化イ ン パ ク ト調査 の 継続，  高分解能の 気象情報 の

社会へ の 流通等に つ い て，さ らに研究 を継続 して い く

必 要が ある こ とを述 べ た，

　会場 を ほ ぼ 満員 に す る方 々 に参加頂き ， 発表者 ， 講

演企画委員会，会場担当の 皆様 に 感謝致 し ま す．総合

討論 の 時間が 取れ ず ， 非常に残念で した ，今後の 反省

材料 と致し ます．今回 の 分科会が，都市 に お け る 気象

災害軽減に ， 何 らか の 示唆を与える もの と なれば幸甚

で す．

　 　　　　　　　　　　　　 小司禎教 （気象研究所）

　　　　　　　　　 三隅良平 （防災科学技術研究所）

　 3．「都市にお ける気候変動適応研究の最先端」

　気候変動 の 影響 を考慮 した 自治体等 に お け る 適応策

の検討 ・立案に資す る新た な科学的知見 の提供 が 求 め

られ て い る．現在，文部科学省 ・気候変動適応研究推

進 プ ロ グ ラ ム （通称 RECCA ）の都市研究領域 で は ，

集中豪雨，異常高温 　ヒー
トアイ ラ ン ド等，気候変動

に よ る都市圏へ の 影響お よ び そ の適応策や ，低炭素社

会の 実現 に向けた研究を実施 して い る．本専門分科会

で は，RECCA 関係者 を中心 に ，都市圏 の 気候変動適

応策策定 に資す る高解像度気象 ・気候 モ デル に関連 し

た研究成果 を紹介 す る と と も に ，一
般講演者も交え ，

気象 ・気候学的課題 の 集中的な議論を行 っ た （講演数

ユ1件 ）．

　大 西 （JAMSTEC ） は，都市 に お い て街路樹 が 熱

環境 に 寄与す る効果な ど，詳細 な都市 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ

ン 技術 に つ い て 発表 した．大楽 （防災科研）は，気候

変動に よ る 地域 ス ケー
ル の 水 害 ハ ザード ・リス ク評

価 ， それ に基づ く適応策 ・緩和策の相乗効果 や相殺効

果 の 定量的な分析 ・評価 に つ い て発表し た ，杉本 （首

都大） は，北海道の 土 地 利用変化数値実験 に よ る都市

域 の 気温変化 と熱収 支 に つ い て発表 した ．高根 （産総

研） は，岐阜県多治見市周辺 に お け る異常高温に関し
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て ，気候学的 な 分析 や，入 冂 変化 ， 気象観測 の 設置場

所 の 特徴等に つ い て 発表 ・議論 を行 っ た．菅原 （防

大 ）は，不均質 な都市キ ャ ノ ピーに お け る ゼ ロ 面変位

の 推定方法 に つ い て 既存研究や観測 を交 え発表 した．

仲吉 （東京理科大）は，人体装着型計測 シ ス テ ム を 開

発 し，セ ン サ を装着し た 人 の動線に沿 っ た熱環境 ・人

体生理 の計測 ， 熱的影響に っ い て発表 した ．池 田 （筑

波大） は，街 区 ・建物周辺微気象モ デル で街路樹を 工

本 1本解像す る こ と に よ り，樹木 に よ る 熱環境 の 違い

に つ い て発表 した．陳 （東北大） は，デ ュ ア ル ド ッ プ

ラ
ー

ラ イ ダー
観測 に よ る 海風 前線 の 3 次 元 構造 を，

データ 同化手法を用 い て再現 した結果 に つ い て 発表 し

た．中 島 （東大） は，正 20面体格子非静力学 モ デ ル

（NICAM ）に よ る ス トレ ヅ チ 格子法 を利用 した大 気

環 境物 質 の た め の 同化 シ ス テ ム 構築 と，花粉症や

PM2 ．5濃 度等 へ の 応用 に つ い て 発表 し た．今須 （東

大）は，様々 な観測 データに 基 づ く関東域 か ら の 二 酸

化炭素排出量 の イ ン バ ージ ョ ン 解析 と検証に つ い て 発

表した ．五 藤 （環境研） は，都市 に お ける大気汚染物

質 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン と再現 性に つ い て 発表し た ．

　 最後に，RECCA の最終年度 に 際 し， こ れ まで の 成

果を概観 し，次 に 向け て ど うあ る べ き か総合討論 を行

い ， 非常に活発な議論が行わ れ た，例 えば，RECCA

が 始 ま っ た 5 年前 と比 べ ，大き く変わ っ た の が エ ネル

ギー問題で ，東 日本大 震災以降大 き く変化 した ．都市

は人 口 や 資産等 が 集中し，適応の 中で も大 きな トピ ッ

ク と な っ て い る．今後は エ ネ ル ギー問題 を含 め，緩和

と適応 の 議論 をつ なぎ，現実 の 建築や都市計画 の 中で

建 設的 な議論 を行 っ て い く こ とが必要 で あ る．政府 が

適応 計画 を策定す る動 き が あ る が ，策定さ れ た ら状況

が大 き く変化 す る可 能性 が あ る．研究 コ ミ ュ ニ テ ィ

が ，環境省，国交省，農水省等 の 事 業官庁へ 知見の提

供や ，
コ ン サ ル タ ン ト等 へ の技術移転を し ，

コ ミ ュ ニ

テ ィ を広げて い く必要が あ る．RECCA の 成果 ・資産

を次に生か し ，
パ ッ ケ ージ化 して 実現可能 な適応策 を

提供 して い くこ とが で き る よ う に，ユ
ーザーとの 緊密

な協力 の 中 で，個 々 の研究開発 を行 っ て い く こ と が 重

要 で あ る，と い うような議論 が 行われ た ．研究開発 と

現実的 な 適応策 に 向 け た ア セ ス メ ン トを適切 に バ ラ ン

ス さ せ な が ら，さ らな る発展を して い くこ とが 期待さ

れ る ．

　　　　　　　　　 大楽浩司 （防災科学技術研究所）

　　　　　　　　　　 高橋桂子 （海洋研究開発機構）

　　　　　　　　　　　　　 飯塚　悟 （名古屋大学）

　　　　　　　　　　　　　　 巾島映至 （東京大学）

　　　　　　　　　 近藤裕昭 （産業技術総合研究所）
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